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◆総合評価の視点、評価項目及び評価内容

拡大 WTO 拡大・試行

工事内容に応じ以下の項目から選定

総合的なコストの縮減

工事目的物の性能、機能
の向上

社会的要請への対応

2 2

2 2

1 1

0.5 0.5

2.5 2.5

優良工事技術者表彰[３年間]

同種工事の工事成績(８０点以上)

0.5 0.5

安全対策 -2 -2

不誠実な行為 -2 -2

-1.5 -1.5

-1.5

60

標準型

評価項目数に応じて、以下
のとおり配点
2項目：40点
1項目：20点

評価項目評価の視点
WTO

簡易型
高度技術
提案型

評価内容

一般競争入札

②施工の確実性

③企業の信頼性・
社会性

④工事の信頼度
[マイナス評価]

①企業の技術力

配点合計

工事信頼度

地域貢献度

技術者の能力

低入札工事の工事成績[２年間]

低入札を行った企業の工事成績[２年間]

贈賄及び談合等による指名停止等

事故等による安全対策等

ボランティア活動による地域貢献の実績

災害協定等による地域貢献の実績

企業の施工能力

配置予定技術者の能力
(ヒアリングを実施)

簡易な施工計画

いずれか1項
目を評価

工事成績

同種・類似工事の施工実績

技術者の技術上のコミュニケーション能力

　・課題への対応に関する技術的な裏付け

　・当該工事の施工上の課題や問題点等の理解度(質疑応答の状況を含む)

当該工事の難易度・組織体制

継続教育(CPD)のユニット取得状況

同種・類似工事の施工実績

安全工事表彰又はその他表彰[３年間]

優良工事表彰[３年間］

　・担当工事における創意工夫の取り組み

　・関連分野における施工経験や知識量

技術者の専門技術力

・安全管理

50
・効果の程度
・効果の裏付けの有無
・有効な工夫の有無
・新技術活用に対する取り組みの有無

・品質(出来形)管理

・工程管理

10

0.5

10

0.5

評価項目数に応じて
以下のとおり配点
3項目：10点又は15点
2項目： 5点又は10点

10

30又は50 15～25

11

-1.5 -1.5

1



◆総合評価基準 ～企業の施工能力～

※ただし、営繕関係工事における「①施工実績」については、発注機関による評価順位は設けず、実績の有無の
みで評価する。

【同種工事の実績の場合】実績あり：２．０点、 実績なし：欠格
【類似工事の実績の場合】実績あり：１．５点、 実績なし：欠格

注１）公団等は、国出資あるいは国所管の特殊法人とする。なお、関西空港用地造成（株）、中部国際空港
（株）、各日本道路公団（株）を含む。

注２）地方公共団体等には、港湾管理者を含む。

2.5点 2.0点 1.5点 1.0点 0.5点 0点

中部地方整
備局

国土交通省
(中部除
く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団
体等 注2)

民間

・実績なし
・H13.4.1以
降で成績が
65点未満

中部地方整
備局

国土交通省
(中部除
く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団
体等 注2)、
民間

・実績なし
・H13.4.1以
降で成績が
65点未満

平均点80点
以上又は直
近の過去２
年連続して
平均点80点
以上

平均点75点
以上80点未
満

平均点70点
以上75点未
満

平均点70点
未満又は対
象期間に実
績がない

過去２年間
の平均点65
点未満

2.0点

表彰あり 表彰なし 1.0点

③安全対策
又は技術開
発等

表彰あり 表彰なし 0.5点

施
工
の
確
実
性

得点

2.0点

中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安
全工事表彰又はその他表彰
[過去３年間]

企
業
の
施
工
能
力

①施工実績

②工事成績

欠格選定の着目点

平成8年4月1日以降に完了した同種工事の
実績
(JVは出資比率20%以上)
工事希望型は過去10年間の実績

平成8年4月1日以降に完了した類似工事の
実績
(JVは出資比率20%以上)
工事希望型は過去10年間の実績

同種
類似

中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優
良工事表彰[過去３年間]

中部地方整備局(港湾空港関係)の過去４年間の
当該工種の平均評点
[500万円以上の工事]

評価項目
評　　　価
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◆総合評価基準 ～技術者の能力～

※ただし、営繕関係工事における「④技術者の能力」の「経験」については、発注機関による評価順位は設けず、
従事役職のみで評価する。

【同種工事の実績の場合】主任（監理）技術者：２．５点、現場代理人：１．５点、担当技術者：０．５点
【類似工事の実績の場合】主任（監理）技術者：１．５点、現場代理人：０．５点、担当技術者：０点

注１）公団等は、国出資あるいは国所管の特殊法人とする。なお、関西空港用地造成（株）、中部国際空港
（株）、各日本道路公団（株）を含む。

注２）地方公共団体等には、港湾管理者を含む。
注３）工事種別とは、①「港湾等しゅんせつ」、②「港湾土木」、③「港湾等鋼構造物」、④「空港等土木」、

⑤「空港等舗装」の５区分とする。

2.5点 2.0点 1.5点 1.0点 0.5点 0点

中部地方整備局

国土交通省(中部
除く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団体等
注2)

民間 経験なし

当該工事の工事種別
(注3)での「監理技
術者」実績あり

中部地方整備局

国土交通省(中部
除く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団体等
注2)

民間 経験なし

「監理技術者」実績
なし

中部地方整備局

国土交通省(中部
除く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団体等
注2)、
民間

経験なし

中部地方整備局
全発注機関(中部
除く)

経験なし

中部地方整備局

国土交通省(中部
除く)、
他省庁、
公団等 注1)

地方公共団体等
注2)、
民間

経験なし

当該工事の工事種別
(注3)での「監理技
術者」実績あり

中部地方整備局

国土交通省(中部
除く)、
他省庁、
公団等　注1)

地方公共団体等
注2)、
民間

経験なし

「監理技術者」実績
なし

中部地方整備局
全発注機関(中部
除く)

経験なし

表彰あり 表彰なし

８０点以上
６５点以上８０点
未満

６５点未満

継続
教育

加盟団体の推奨ユ
ニット数以上

加盟団体の推奨ユ
ニット数未満

0.5点

施
工
の
確
実
性

得点

2.5点

0.5点

同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の港湾空港関係]

技術者
表彰

経験

主任(監理)技術者

ＣＰＤのユニット取得状況

いずれか１項目を評
価

平成8年4月1日以降に完了した類
似工事の実績
(JVは出資比率20%以上)
工事希望型は過去10年間の実績

中部地方整備局(港湾空港関係)の当該
工種の優良工事技術者表彰
[過去３年間]

技
術
者
の
能
力

欠格選定の着目点

平成8年4月1日以降に完了した同
種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)
工事希望型は過去10年間の実績

現
場
代
理
人

主任(監理)技術者

現
場
代
理
人

担当技術者

評価項目
評　　　価

④技術者の能
力
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◆総合評価基準 ～地域貢献度・工事信頼度～

2.5点 2.0点 1.5点 1.0点 0.5点 0点

表彰あり 協定あり
協定なし
表彰なし

表彰あり 表彰なし

⑥安全対
策

-2.0点

⑦不誠実
な行為

-2.0点

-1.5点

-1.5点

1.0点

得点

工
事
信
頼
度

⑤地域貢
献度

地
域
貢
献
度

企
業
の
信
頼
性

⑧工事信
頼度

中部地方整備局における低入札工事の成績が70点未満の場合、完了後減点する。[２年間]

中部地方整備局(港湾空港関係)の発注工事で施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意
又は文章注意を受けた場合減点する。

欠格選定の着目点

-2.0点

-2.0点

-1.5点

中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局(港湾空港
関係)から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文章注意を受けた場合減点する。

中部地方整備局において低入札を行った企業が当該工種の過去２年間の工事成績が70点未満（中部
地方整備局での実績がない場合は、評定点合計の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の
完了後減点する。[２年間]

評価項目
評　　　価

中部地方整備局管内(港湾
空港関係)のボランティア
活動による地域貢献の実績
[過去５年間]

中部地方整備局管内(港湾
空港関係)の災害協定等に
よる地域貢献の実績
[過去５年間] ２項目合わせて

最大１．０点

-1.5点
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